
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ど
う
ぞ
。 

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（

 

○57　
3
８
１
０
）へ
ど
う
ぞ
。 

詳
し
く
は
、
市
消
防
本
部
消

防
課（
 
○53　
0
1
2
3
）へ
。 

■
消
防
団
と
は
？
 

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
消
防
機

関
で
す
。
土
岐
市
消
防
団
は
、
各

町
8
分
団
と
き
き
ょ
う
（
女
性
）

分
団
、
音
楽
隊
で
構
成
さ
れ
、
約

4
8
0
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
 

■
活
動
内
容
 

団
員
は
、
消
防
・
防
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
火
災

発
生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、
地

震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災

害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
活
動
、

警
戒
巡
視
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な

ど
に
従
事
し
ま
す
。
ま
た
平
常
時

に
お
い
て
は
、
訓
練
、
防
火
指
導
、

火
災
予
防
の
広
報
な
ど
、
地
域
住

民
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
と
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

■
入
団
資
格
 

・
18
歳
以
上
の
男
女
 

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方
 

・
市
内
に
在
住
も
し
く
は
、
在
勤

し
て
い
る
方
 

■
入
団
後
の
待
遇
 

・
特
別
職
の
公
務
員
と
し
て
処
遇

さ
れ
ま
す
。
 

・
年
間
一
定
の
金
額
が
報
酬
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

・
災
害
や
訓
練
な
ど
に
出
動
し
た

場
合
、
出
勤
手
当
て
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

・
退
団
時
、
退
職
報
償
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

・
活
動
の
際
、
必
要
な
訓
練
服
な

ど
は
貸
与
し
ま
す
。
 

■
申
し
込
み
 

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
消
防
団
の
代
表
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

▽
土
岐
津
分
団
 

　
鈴
木
尚
也
（
　
○55　
3
0
1
9
）
 

▽
下
石
分
団
 

　
伊
藤
克
紀
（
　
○57　
8
1
6
8
）
 

▽
妻
木
分
団
 

　
服
部
幸
仁
（
　
○57　
6
0
2
8
）
 

▽
鶴
里
分
団
 

　
稲
垣
　
明
（
　
○52　
2
1
1
1
）
 

▽
曽
木
分
団
 

　
岡
島
由
久
（
　
○52　
3
0
1
4
）
 

▽
駄
知
分
団
 

　
塚
本
六
美
（
　
○59　
3
1
6
1
）
 

▽
肥
田
分
団
 

　
平
井
嘉
憲
（
　
○54　
0
1
3
0
）
 

▽
泉
分
団
 

　
加
藤
文
雄
（
　
55
　

2
6
4
0
）
 

▽
き
き
ょ
う
分
団
 

　
尾
関
幸
子
（
　
○57　
7
4
0
5
）
 

▽
音
楽
隊
 

　
曽
我
義
彦
（
　
○54　
6
9
4
7
）
 

市
民
の
財
産
・
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
に
、
4
月
か

ら
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
！
 

◆
日
時
　
11
月
13
日（
木
）午
後
1

時
15
分
〜
3
時
30
分
 

◆
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◆
対
象
　
生
後
1
〜
4
カ
月
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
 

◆
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）
 

◆
講
師
　
宮
田
佳
子
氏
 

◆
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ

ん
の
水
分
補
給
の
お
茶
な
ど
 

◆
申
し
込
み
　
11
月
11
日（
火
）ま

で
に
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。
 

◆
期
日
　
 
第
1
科
＝
11
月
13
日

（
木
）　
 
第
2
科
＝
11
月
20
日

（
木
） 

◆
時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時
 

◆
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◆
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
第

1
科
は
歯
ブ
ラ
シ
、
第
2
科
は

体
操
の
で
き
る
服
装
 

◆
申
し
込
み
　
第
1
科
は
11
月
11

日（
火
）、
第
2
科
は
11
月
18
日

（
火
）ま
で
に
、
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。
 

  ◆
期
日
　
 
第
1
回
＝
11
月
15
日

（
土
）　
 
第
2
回
＝
12
月
6
日

（
土
）（
全
2
回
）
 

◆
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
 

◆
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
 

◆
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）
 

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
 

◆
申
し
込
み
　
11
月
10
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
働
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
と
触
れ
合
い
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
楽
し
む
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
、
全
国
各
地
で
77
万
人

の
会
員
が
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
を
家
庭
・
事
業
所
・
公
共
団
体

な
ど
か
ら
引
き
受
け
、
会
員
に
提

供
す
る
都
道
府
県
知
事
許
可
の
公

益
法
人
で
す
。
 

就
業
や
収
入
の
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
会
員
各
自
の
希
望
や
能

力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。
 

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

平
成
4
年
1
月
に
設
立
し
て
以
来
、

今
年
で
16
年
が
経
過
し
、
現
在
４

７
１
人
（
男
性
２
８
１
人
、
女
性

１
９
０
人
）
の
会
員
が
登
録
し
、

仕
事
と
し
て
働
く
だ
け
で
な
く
各

地
域
の
公
民
館
な
ど
の
草
刈
り
・

草
取
り
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
技
能
・
技

術
を
高
め
る
た
め
の
各
種
講
習
会

（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 

▽
簡
単
な
家
の
修
理
（
大
工
仕
事
）
 

▽
庭
木
の
せ
ん
定
 

▽
障
子
・
ふ
す
ま
・
網
戸
の
張
り

替
え
 

▽
包
丁
・
は
さ
み
な
ど
の
刃
物
研

ぎ
 

▽
機
械
に
よ
る
草
刈
り
 

▽
庭
や
畑
の
草
取
り
 

▽
ペ
ン
キ
塗
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
ち
 

▽
駐
車
場
・
建
物
施
設
管
理
 

▽
年
賀
状
・
招
待
状
・
賞
状
あ
て

名
書
き
 

▽
屋
内
・
屋
外
清
掃
 

▽
家
事
援
助
（
話
し
相
手
、
病
院
 

付
き
添
い
、
食
事
の
世
話
な
ど
）
 

▽
子
育
て
支
援
（
子
守
り
、
一
時

預
か
り
）
 

▽
事
業
所
の
一
般
作
業
、
事
務
 

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
 

事
業
所
や
ご
家
庭
で
「
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）。
 

※
危
険
を
伴
う
作
業
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

   会
員
資
格
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康

な
方
で
す
。
ま
ず
、
入
会
希
望
者

説
明
会
に
参
加
し
て
、
仕
事
の
内

容
や
条
件
な
ど
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
次
に
、
申
込
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
会
で
承

認
さ
れ
れ
ば
会
員
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
（
会
費
が
必
要
で
す
）。
 

生
き
が
い
を
も
っ
て
、
あ
な
た

の
能
力
や
経
験
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 



詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ど
う
ぞ
。 

申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（

 

○57　
3
８
１
０
）へ
ど
う
ぞ
。 

◆
期
日
　
 
第
1
科
＝
11
月
13
日

（
木
）　
 
第
2
科
＝
11
月
20
日

（
木
） 

◆
時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時
 

◆
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◆
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
第

1
科
は
歯
ブ
ラ
シ
、
第
2
科
は

体
操
の
で
き
る
服
装
 

◆
申
し
込
み
　
第
1
科
は
11
月
11

日（
火
）、
第
2
科
は
11
月
18
日

（
火
）ま
で
に
、
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。
 

  ◆
期
日
　
 
第
1
回
＝
11
月
15
日

（
土
）　
 
第
2
回
＝
12
月
6
日

（
土
）（
全
2
回
）
 

◆
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
 

◆
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
 

◆
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）
 

◆
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
 

◆
申
し
込
み
　
11
月
10
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
が
働
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
社
会
と
触
れ
合
い
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
楽
し
む
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
、
全
国
各
地
で
77
万
人

の
会
員
が
元
気
に
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕

事
を
家
庭
・
事
業
所
・
公
共
団
体

な
ど
か
ら
引
き
受
け
、
会
員
に
提

供
す
る
都
道
府
県
知
事
許
可
の
公

益
法
人
で
す
。
 

就
業
や
収
入
の
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
会
員
各
自
の
希
望
や
能

力
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
ま
す
。
 

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

平
成
4
年
1
月
に
設
立
し
て
以
来
、

今
年
で
16
年
が
経
過
し
、
現
在
４

７
１
人
（
男
性
２
８
１
人
、
女
性

１
９
０
人
）
の
会
員
が
登
録
し
、

仕
事
と
し
て
働
く
だ
け
で
な
く
各

地
域
の
公
民
館
な
ど
の
草
刈
り
・

草
取
り
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
技
能
・
技

術
を
高
め
る
た
め
の
各
種
講
習
会

（
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 

▽
簡
単
な
家
の
修
理
（
大
工
仕
事
）
 

▽
庭
木
の
せ
ん
定
 

▽
障
子
・
ふ
す
ま
・
網
戸
の
張
り

替
え
 

▽
包
丁
・
は
さ
み
な
ど
の
刃
物
研

ぎ
 

▽
機
械
に
よ
る
草
刈
り
 

▽
庭
や
畑
の
草
取
り
 

▽
ペ
ン
キ
塗
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
ち
 

▽
駐
車
場
・
建
物
施
設
管
理
 

▽
年
賀
状
・
招
待
状
・
賞
状
あ
て

名
書
き
 

▽
屋
内
・
屋
外
清
掃
 

▽
家
事
援
助
（
話
し
相
手
、
病
院
 

付
き
添
い
、
食
事
の
世
話
な
ど
）
 

▽
子
育
て
支
援
（
子
守
り
、
一
時

預
か
り
）
 

▽
事
業
所
の
一
般
作
業
、
事
務
 

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
 

事
業
所
や
ご
家
庭
で
「
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）。
 

※
危
険
を
伴
う
作
業
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

   会
員
資
格
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康

な
方
で
す
。
ま
ず
、
入
会
希
望
者

説
明
会
に
参
加
し
て
、
仕
事
の
内

容
や
条
件
な
ど
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
次
に
、
申
込
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
役
員
会
で
承

認
さ
れ
れ
ば
会
員
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
（
会
費
が
必
要
で
す
）。
 

生
き
が
い
を
も
っ
て
、
あ
な
た

の
能
力
や
経
験
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
 


